
７月 11日 第３校時 

総合的な学習の時間 第４学年 竹原市立吉名学園 指導者 阿武 詩穂里 

吉名食材 PRプロジェクト～ふるさとの食を伝えよう～ 

１ 単元のデザイン 

本単元の目標 

地域の特産物を調べたり地域の特産物を使った商品を開発して広めたりする活動を通して，地域の自然
を生かした特産物の存在とその生産に関わる人々の思いや願いを理解し，地域の特産物を広めるために自
分たちができることを考え，地域の一員として進んで行動することができるようにする。 

 

単元について 
本単元は，地域の特産物を調べたり地域の特

産物を使った商品を開発して広めたりするこ
とが主な活動である。実際に育てている人にイ
ンタビューをしたり図書資料やインターネッ
トから情報を収集したりすることで課題解決
に向けて情報を活用する力を高めるとともに，
地域の一員としてこれからも地域の特産物を
守っていこうとする思いを高めることができ
る。 
本単元の主な教材は「吉名のジャガイモ」で

ある。吉名町の温暖な気候を生かして育てられ
たジャガイモは味がよく，昭和 27年から 39年
頃には日本一の高値で取り引きされたほどで
ある。しかし現在では，生産者の減少などによ
り生産量は全盛期の 10 分の１程度まで落ち込
み，関西地方に出荷されるため、地元での流通
量は少なく，一部では幻のジャガイモと呼ばれ
ている。また，流通量の少なさから県内での知
名度はあまり高くない。 
 
SDGs の視点：11 住み続けられるまちづくりを 
地域の特産物について知り，そのよさを伝え

る活動は，地元のことをもっと知ってもらえる
機会である。自分達の住んでいる町のよさやそ
れに関わる人の思いを知ることで，町を誇りに
思う気持ちを高めたい。そうすることで，持続
可能な町づくりに貢献することが期待できる。 

 児童生徒の実態 
本学級の児童は，「吉名のジャガイモ」を全国

でも有名なものだと思い，愛着を抱いている。
また，これまでの生活をとおして「吉名のジャ
ガイモ」が他のジャガイモと比べて「おいしい」
ことを体験的に知っている。しかし，育て方や
特徴についてはまだ関心が低く，詳しく知らな
いという現状がある。 
ＩＣＴ活用力やプレゼンテーション力につい

ては，児童はこれまでにプレゼンテーションの
作成は行ったことがあるが動画編集を行ったこ
とはない。そこで，自分の考えた地域の特産物
を生かした商品を，写真や動画をうまく用いな
がらＰＲするための方法として動画制作を位置
付けたい。 
さらに，粘り強く課題に取り組ませ，失敗を

恐れず解決策を見付け，実行する経験をして充
実感や達成感を感じさせねらいとする力の育成
を図りたい。 

 

指導の工夫 
(1) プロジェクト型学習 
 児童が本気になる課題設定をすることができるように，吉名町が 100 位以内にも入っていないジャガイ
モの市町村別生産量ランキングを紹介する。児童は「吉名のジャガイモ」が有名であり生産量も多いだろ
うと考えている。児童の考えと現実とのズレから，「なぜだろう」という疑問や「有名にしたい」という意
欲を引き出す。 
失敗や困難と出合い再挑戦を繰り返すことができるよう，学校運営協議会のメンバーの方に児童のアイ

デアを提案し課題を指摘される場を設定する。提案したことに対する課題の指摘を受けることで児童のア
イデアが抱える多くの課題が浮き彫りになる。その課題に対して解決策を考えて再提案させることで，様々
な視点から物事を吟味したり，粘り強く取り組んだりすることができるようにする。 
(2) ＩＣＴ活用 
 本単元では，主に情報を収集したり，動画を作成したりする際に，ＩＣＴを活用する。具体的にはイン
ターネットで情報を検索したり，リモートでインタビューやアンケートを実施したりする。また，特産物
を広める活動を行う際に動画作成を行う。 
(3) シンキングツールの活用 
本単元では，主に以下の３つのシンキングツールを活用する。 

①イメージマップ……吉名のジャガイモを有名にする方法について考えを広げる場面で用いる。 
②Ｘチャート・Ｙチャート……考えた方法を分類する際に用いる。 
③座標軸……考えた方法を効果的であるか実行できそうかの観点で評価する際に用いる。 



２ 単元の評価規準及びルーブリック 

評価の観点 Ｓ（期待以上） Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

(1) 
知 

識 
・ 
技 

能 

ア 知識 

地域の食材のよさやとそれが地域

の自然を生かして生産されている

こと、それに携わる人々の思いや

願い，抱える課題を理解している。 

地域の食材のよさとそれが地域

の自然を生かして生産されてい

ること、携わる人々の思いや願

いを理解している。 

地域の食材のよさ，それ

に携わる人々の思いや

願いを理解している。 

地域の食材のよさや

それに携わる人々の

願いを理解していな

い。 

イ 技能 

自分が撮影した映像を基に，動画

編集ソフトを用いて２分間程度の

動画を制作することができる。 

自分が撮影した映像を基に，動

画編集ソフトを用いて 1 分間程

度の動画を制作することができ

る。 

自分が撮影した映像を

基に，動画編集ソフトを

用いて 30 秒間程度の動

画を制作することがで

きる。 

自分が撮影した映像

を基に，動画編集ソフ

トを用いて 30 秒間程

度の動画を制作する

ことができない。 

(2) 

思 
考 
・ 

判 
断 
・ 

表 
現 

ウ 課題を発見する力 
  企画する力 

みんなで集めた疑問や課題の中か

ら，携わる人の思いや願い，課題

の背景を踏まえて自分自身で追究

したいことを選択・決定している。 

みんなで集めた疑問や課題の中

から，携わる人々の思いや願い

を踏まえて自分自身で追究した

いことを選択・決定している。 

みんなで集めた疑問や

課題の中から，自分自身

で追究したいことを選

択・決定している。 

みんなで集めた疑問

や課題の中から，自分

自身で追究したいこ

とを選択・決定できな

い。 

エ 活動を計画・ 
推進する力 

自分自身で，地域の特産物の魅力

を発信するために必要な情報とそ

れらを収集するための手段を考

え,今後の活動計画を立てている。 

教師や友達の助言を基に、地域

の特産物の魅力を発信するため

に必要な情報とそれらを収集す

る手段を考えている。 

教師や友達の助言を基

に、地域の特産物の魅力

を発信するために必要

な情報を考えている。 

教師や友達の助言を

受けても地域の特産

物の魅力を発信する

ために必要な情報を

考えられない。 

オ 情報を収集する力 

地域の特産物について，相手の反

応を見ながら，臨機応変にインタ

ビューをしてより深い情報を聞き

出したり，情報の発信元や情報の

真偽を確かめながら，図書資料や

インターネットを使って調べたり

して，多くの必要な情報を収集し

ている 

地域の特産物について，事前に

考えた質問項目を基に積極的に

インタビューをしたり，図書資

料やインターネットを使って調

べたりして，多くの必要な情報

を集めている。 

地域の特産物について，

事前に考えた質問項目

を基にインタビューを

したり，図書資料やイン

ターネットを使って調

べたりして，必要な情報

を集めている。 

教師や友達から助言

を受けても，情報を集

められない。 

カ 整理・分析する力 

自分で選択したシンキングツール

を使って集めた情報を整理し，地

域の特産物の特色等，気付いたこ

とをまとめている。 

シンキングツールを使って集め

た情報を整理し，地域の特産物

の特色等，気付いたことをまと

めている。 

シンキングツールを使

って集めた情報を整理

している。  

集めた情報を整理し

ていない。 

キ 表現する力 

自分の伝えたいテーマやメッセー

ジを意識して，構成や映像の組み

合わせを考えながら，動画を制作

している。 

 

 

原稿用紙に頼らずその場で言葉を

生み出しながら，相手の共感を得

るような話し方で説明を行ってい

る。 

自分の伝えたいテーマやメッセ

ージを意識して，構成を考えな

がら自分たちで撮影した映像を

使って動画を制作している。 

 

 

教師の示したフォーマットや助

言を基に，原稿用紙１枚程度の

スピーチ原稿を覚え，相手によ

り分かりやすく伝えることを意

識しながら話している。 

自分の伝えたいテーマ

やメッセージを意識し

た簡単な動画を制作し

ている。 

 

 

教師の示したフォーマ

ットや助言を基に，原稿

用紙１枚程度のスピー

チ原稿を覚え，つまらず

に話している。 

自分の伝えたいテー

マやメッセージを意

識した簡単な動画を

制作することができ

ない。 

 

原稿を書いたり覚え

たりすることができ

ず，この段階のプレゼ

ンテーションとして

は十分といえない。 

ク 発想する力 
   工夫する力 

ＰＲしたいものがよりよく伝わる

ように，ネーミングやキャッチコ

ピー，デザイン，キャラクターな

ど，発想を広げたり考えたりして

いる。 

ＰＲしたいものがよりよく伝わ

るように，ネーミングやキャッ

チコピー，デザイン，キャラク

ターなどを考えている。 

ＰＲしたいものが伝わ

るように，ネーミングや

キャッチコピーなどを

考えている。 

ネーミングやキャッ

チコピーを考えられ

ない。 

ケ 評価する力 

お互いの発表や制作物に対して，

良い点や改善点などを複数考え，

解決策を助言している。 

お互いの発表や制作物に対し

て，良い点や改善点などを複数

考えている。 

お互いの発表や制作物

に対して，良い点や改善

点などを考えている。 

お互いの発表や制作

物に対して，良い点や

改善点などを考えら

れない。 

(3) 
主 

体 
的 
に 

学 
習 
に 

取 
り 
組 

む 
態 
度 

コ 挑戦する力 
やり遂げる力 
（主体性） 

自分が選択した課題に主体的に挑

戦し，失敗しても進んで改善を図

り，どこがいけなかったか反省を

し，今後に生かしてやり切ろうと

している。 

自分が選択した課題に主体的に

挑戦し，失敗しても進んで改善

を図り，最後までやり切ろうと

している。  

自分が選択した課題に

進んで挑戦し，進んで失

敗しても改善を図り，最

後までやり切ろうとし

ている。 

自分が選択した課題

に進んで挑戦し，失敗

しても進んで改善を

図り，最後までやり切

ろうとしていない。 

サ 協働する力 
  （協調性） 

みんなで地域の特産物をＰＲする

という理念に立ち返りながら,他

者と協働して活動を進めようとし

ている。 

相手意識をもって自分の考えを

伝えたり，相手の考えに共感し

たりしながら，よりよい解決方

法を目指して活動を進めようと

している。 

相手意識をもって自分

の考えを伝えたり，相手

の考えに共感したりし

ながら活動を進めよう

としている。 

相手意識をもって自

分の考えを伝えたり，

相手の考えに共感し

たりしながら活動を

進めようとしていな

い。 

シ 将来を設計する力 

活動を振り返り，自分ができるよ

うになったことやお世話になった

人について考えを深めるととも

に,今後やってみたいことなど,具

体的な目標を抱き，計画している。 

活動を振り返り，自分ができる

ようになったことやお世話にな

った人について考えを深めると

ともに,今後やってみたいこと

など,具体的な目標を抱いてい

る。 

活動を振り返り，自分が

できるようになったこ

とやお世話になった人

について考えを深めて

いる。 

活動を振り返り、自分

ができるようになっ

たことやお世話にな

った人について考え

を深めていない。 

 

  



３ 指導と評価の計画（全 45時間） 

時 学習活動 
 ＩＣＴ 

活用 

シンキング 

ツール 

評価規準 
（評価方法） 

１
～
10 

●「吉名のじゃがいも」について調べて，単元の
課題を設定する。 

・地域にどのような特産物があるかを話し合う。 
・じゃがいもの市町村別生産量ランキングを知
る。 

・「吉名のじゃがいも」について，先生や地域のじ
ゃがいもに詳しい方にインタビューする。 

・「吉名のじゃがいも」を有名にするための方法を
話し合う。 

・「『吉名のじゃがいも』を使った商品を開発して
有名にしよう」という単元の課題を設定する。 

 

一斉 
個別 
協働 

イメージマップ 
Ｘチャート・ 
Ｙチャート 

(2)ウ 
(2)エ 

（行動観察， 
振り返りシート） 

11
～
15 

●「吉名のじゃがいも」を使った商品を考え，提
案する。 

・「吉名のじゃがいも」を使った商品をグループで
考える。 

・グループで考えた商品を学校運営協議会のメン
バーに提案する。 

・提案内容を振り返り，上手くいかなかった原因
を分析し，商品開発に必要なことを整理する。 

 
 
 

 

一斉 
個別 
協働 

 

(2)エ 
(2)オ 
(2)カ 
(3)コ 

（行動観察， 
ワークシート， 
振り返りシート） 

16
～
35
（
本
時
20
時
間
目
） 

●「吉名のじゃがいも」を使った商品の再提案に
向けて，商品開発に必要なことを基に調べた
り，商品を考え直したりする。 

・「吉名のじゃがいも」の特徴を調べて整理する。 
・保護者や他校の児童生徒，地域の方などにアン
ケートやインタビューを行う。 

・他の商品との違いを出すための工夫を考える。 
・デイキャンプで商品開発に向けて試作する。 
・再提案に向けたプレゼンテーションを作成す
る。 

・再提案をする。 

 

個別 
協働 

座標軸 
マトリクス 

(表) 

(1)ア 
(2)オ 
(2)カ 
(2)ケ 
(3)コ 

（行動観察， 
ワークシート， 
プレゼンテーション， 
振り返りシート） 

36
～
43 

●商品をＰＲし，販売する。 
・商品の販売に向けて，ＰＲするための方法を考え
る。 

・商品をＰＲする動画やチラシ，ポスター等を作成
する。 

・商品をＰＲし，販売する。 

 

一斉 
個別 

 

(1)イ 
(2)キ 
(2)ク 
(3)サ 

（行動観察， 
制作物， 

振り返りシート） 

44
・
45 

●活動を振り返り，お世話になった方にお礼の手
紙を書く。 

 

  
(3)シ 

（制作物， 
振り返りシート） 

 

  

「
吉
名
の
じ
ゃ
が
い
も
」
を
使
っ
た
商
品
を
開
発
し
て
有
名
に
し
よ
う 



４ 本時について 

(1) 本時の目標 

「吉名のじゃがいも」を有名にするための方法について，シンキングツールを使って集めた情報を整理

し考えることができる。 

 

(2) 本時の評価規準及びルーブリック 

Ｓ（期待以上） Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

自分で選択したシンキン

グツールを使って集めた

情報を整理し，地域の特

産物の特色等，気付いた

ことをまとめている。 

シンキングツールを使って

集めた情報を整理し，地

域の特産物の特色等，気

付いたことをまとめてい

る。 

シンキングツールを使って

集めた情報を整理してい

る。  

集めた情報を整理してい

ない。 

 

(3) 本時の展開 

学習活動 
指導上の留意点（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手だて） 

評価規準 

（評価方法） 

１ これまでの学習を振り返る。 

・アイデアをＪＡの方やお菓子屋さんに

提案したね。 

・アイデアに足りないところがあった

ね，これではだめだ。 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

３ 情報を整理しながら話し合う。 

・Chromebookの Jamboardを使って調べ

た情報を基に，どの料理やお菓子にす

ればよいかを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

◇活動を振り返ることができるように，電子

黒板に前時までの活動や板書を映す。 

 

 

 

 

◇理由付けをしながら話し合うことができる

ように，調べた情報を基に「吉名のじゃが

いも」のよさを 1番伝えられるものを見付

けるために，理由付けをしながら話し合う

ように促す。 

 

 

 

◇座表軸の縦軸と横軸の観点を決めること

で，複数の観点から考えることができるよ

うにする。その際，消費者が「欲しい」

「買いたい」と思っているもののよさが伝

えられるかどうかを確認する。 

EX（人気・品種の特徴） 

◇意見が違った場合，多数決でなくどうすれ

ばよいか考えさせる。前時の足りなかった

ところを再度押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンキングツ

ールを使って

集めた情報を

整理してい

る。 

（行動観察・

振り返りシート） 

「吉名のじゃがいも」のよさを 1番伝えられるものを見つけよう。 

 



４ グループ毎に発表し合う。 

 

 

 

５ 本時の学習の振り返りをする。 

◇より吟味することができるように，お互い

に発表し合い，疑問に思ったことがあれば

質問し合う。 

 

◇振り返りシートに振り返りを書かせる。 

 

 

(4) 板書計画 

 

 

(5) 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 準備物 

○ワークシート  ○ノート  ○Chromebook 

７月 11日(月)   めあて  「吉名のじゃがいも」のよさを 1番伝えられるものを見つけよう。 

 

吉名 
吉名のじゃがいもを 

有名に 

人気高い 

生かしている 生かしていない 

人気低い 


